
Ａ－１ 研究の内容

１ 仮 説
構成法（ 起承転結 「双括式 ）を言語化して意識することで，自分の考えを論理立てて表現「 」 」
する力がつくのではないか。

２ ねらい
（１）文章構成法を身につけることで「書き方」を習得する。
（２）書くことを通してより深く考える力を養う。
（３）書いたものを相互に読み合うことで，ともに高まり合う集団を目指す。

，( ) 文章構成法を活用すること ( ) 自信をもって書くことができれば1 2
で 書くことを厭わなくなる 内言語力が高まり，深く「自己を「 」
のではないか。 見つめる」ことができるのではな

いか。
関連・指導要領 書くこと の指導事項 〔関連・指導要領「書くこと」の指導事項〕〔 「 」 〕

ウ 文章の形態に応じて適切な構成を工夫 ア 広い範囲から課題を見つけ，必要な材料を集

すること。 め，自分のものの見方や考え方を深める。

書く力

( ) 書いた文章を相互に読み合うことで「つながり合いを実感」でき，より高度な人3
間関係を構築することができるのではないか。

〔関連・指導要領「書くこと」の指導事項〕

カ 書いた文章を互いに読み合い，論理の展開の仕方や材料の活用の仕方などについて自分の表現に役立てる

こと。

３ 具体的な実践
（２年「ゼブラ 「字のないはがき」光村図書）（１）構成法「起承転結」を意識した感想文の書き方 」

（３年「報告文を書こう」光村図書）（２）構成法「双括式」を意識した報告文の書き方


